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　こ の本は、2010年に出版された「長寿のためのコレステロー
ル　ガイドライン」の続編です。

　2010年以降も様々な研究が発表され、また米国ACC/AHA(心
臓病学会/心臓協会）の2013年のコレステロールガイドラインで
は LDLコレステロール値をある基準値以下にするというコレス
テロール低下医療は臨床的に有効なエビデンスがないとして放
棄することが宣言され まして、これまでの日本のコレステロール
低下医療に対して根本的な見直しが要求される流れが生まれ
てきました。
　これらの流れを踏まえ、新しいエビデンスを取り入れてまとめ
たのが本書であり、一般国民に対するコレステロール低下医療
の危険性を、様々な 側面から指摘しています。
　
　これは、医療だけではなく、健康産業の分野でも、カプセルを
飲んだり食品を食べたりして血中コレステロールを下げることが
できれば健康につ ながる、という極めて単純な思考法にも見直
しが要求されていることになります。
　「血中コレステロールを下げれば冠動脈疾患は防げる」と思い
込まされている多くの医療関係者、多くの食品産業関係者の
方々には、是非再考を お願いしたいと思います。
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